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１．はじめに

　海藻類の群落である藻場は、沿岸海域において多面的な機能を有し、生物生産の場としても極めて

重要な役割を果たしている。この藻場が、我が国では近年衰退傾向にあると言われており、地域によっ

ては藻場が著しく荒廃した状態、所謂‘磯焼け’状態となっていることが問題となっている。磯焼け

は水温上昇による海藻類の夏枯れの早期化や植食性生物の活性化等が要因と考えられているが（水産

庁2015）、今後、さらに海水温の上昇が続くと将来的に我が国沿岸の藻場の多くが消滅するというシ

ナリオも可能性として示されている（Takao et al. 2015）。

　本研究の調査対象である大谷海岸（鳥取県岩美郡岩美町）は、天然の転石により構成される岩礁域

と人工構造物であるコンクリート製の潜堤が存在し、ここに藻場が形成されている。大谷海岸の藻場

ではアカモクSargassum horneriやワカメUndaria pinnatifidaなどの海藻類、サザエTurbo sazaeやクロア

ワビHaliotis discusなどの貝類、カサゴ類等の磯根魚類の漁場として、地域の漁業者に利用されている。

また、同海岸を含む鳥取県東部の海岸は世界ジオパークネットワークにも加盟認定されている山陰海

岸ジオパークの一部であり、地域住民の愛着も深く、保全に対する意識も極めて高い。

　一方、公立鳥取環境大学では、地域研究及び教育の拠点として2018年４月に鳥取県岩美郡岩美町大

谷に「岩美むらなかキャンパス」を開所した。そこで著者らは、「岩美むらなかキャンパス」を拠点

とした鳥取県東部における藻場の長期的な監視体制の構築を視野に、大谷海岸における藻場の調査活

動を開始することとした。本稿では、この活動の足がかりとして2019年春季から秋季（５月から11月）

に実施した大谷海岸における藻場の現状把握を目的とした調査の結果を報告する。

２．調査海域と方法

　大谷海岸は鳥取県岩美郡岩美町大谷に位置し、北東側の網代漁港の岸壁、南西側の駟馳山に囲まれ

た海岸である。網代漁港の岸壁の基部から南西方向に約400ｍ延びる砂浜海岸と、駟馳山の麓から広

がる礫浜が隣接しており、砂浜海岸の沖合約200mの位置にはコンクリートブロック製の潜堤が２つ

ある。この潜堤と礫浜から続く転石帯に藻場が形成されている。本研究では、南西側の潜堤と礫浜か

ら続く転石帯を調査範囲に設定した（図１b）。なお、調査範囲を地形や基質の特徴から図１c及び表

１に示す７つのエリアに区分し、以後の結果について記載するものとする。

　調査日については表２に示す。各調査日の調査開始時には、記録型多項目水質計（CTD:RINKO-

ProfilerASTD102,JFEアドバンテック）により水質の測定を行った。なお、本研究では水深１ｍにお

ける水温、塩分、溶存酸素の値を調査海域の代表値として用いた。次に、図１cに示す矢印の経路に沿っ
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て、２名でスキューバ潜水により目視にて藻場の観察を行い、観察結果の記録とデジタルカメラによ

る写真撮影を行った。

　さらに分布していた海藻類は、種の確認のためのサンプルを採集し、後日研究室にて同定及び確認

を行った。合わせて潜水調査中に目視で出現を確認した魚類について、種の確認ができたものをノー

トに記録し、可能な限り写真撮影を行い、後日に確認を行った。

　なお、海藻類の種査定については新崎（1964）、千原（1970）、田中・中村（2004）及び神谷ら（2012）

を参考にし、魚類については中坊（2013）に従った。

図１　�調査海域（大谷海岸）の地図と調査範囲の区分。a:鳥取県東部の地図と大谷海岸の
位置 、b:大谷海岸の地図（四角で囲んだ場所が 調査範囲）、c:調査範囲の区分（エ
リア①から⑦）と  観察経路（灰色の矢印）

沿って、２名でスキューバ潜水により目視にて藻場の観察を行い、観察結果の記録とデジタルカメラ

による写真撮影を行った。 

さらに分布していた海藻類は、種の確認のためのサンプルを採集し、後日研究室にて同定及び確

認を行った。合わせて潜水調査中に目視で出現を確認した魚類について、種の確認ができたものをノ

ートに記録し、可能な限り写真撮影を行い、後日に確認を行った。 

 なお、海藻類の種査定については新崎(1964)、千原(1970)、田中・中村(2004)及び神谷ら（2012)

を参考にし、魚類については中坊（2013）に従った。 

図１ 調査海域（大谷海岸）の地図と調査範囲の区分。a:鳥取県東部の地図と大谷海岸の位

置 、b:大谷海岸の地図（四角で囲んだ場所が 調査範囲）、c:調査範囲の区分（エリ

ア①から⑦）と  観察経路（灰色の矢印） 

表１ 調査範囲の各区分の特徴（地形、水深、基質） 

区分 地形 水深 基質

エリア① 南西側の天然の礫浜の延長 1m未満 天然の転石

エリア② 潜堤の天端の南西端 1m未満 正方形型のコンクリートブロック

エリア③ 潜堤の天端の南西側 1～1.5ｍ 正方形型のコンクリートブロック

エリア④ 潜堤の天端の北東側 1～2ｍ 三角錐型のコンクリートブロック

エリア⑤ 潜堤の天端の北東端 1.5～2ｍ 三角錐型のコンクリートブロック

エリア⑥ 潜堤の沖側法面と基部 1～5ｍ
法面はコンクリートブロック
基部はコンクリートブロックと転石と砂が混在

エリア⑦ 潜堤岸側法面 1～5ｍ
法面はコンクリートブロック
基部はほぼ砂地

表１　調査範囲の各区分の特徴（地形、水深、基質）
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３．　水質の測定結果

　調査日の水温の範囲は15.5℃（５月１日）

から27.0℃（９月６日）であった。塩分は

33前後で、溶存酸素は6.93mg/L （９月６

日）から9.61mg/L（５月１日）で、調査

日による変動は小さかった。

４．藻場の季節消長

４－１　南西側の転石域の藻場（エリア①）

　５月には汀線付近の極浅所を中心にアナアオサUlva pertusa、タマジュズモChaetomorpha moniligera

などの緑藻類が高密度に繁茂し、やや水深の深い場所で褐藻類のワカメやアカモクも繁茂していた（図

２a）。７月になると褐藻類はほぼ消失し、汀線近辺で緑藻類のアオサ類やタマジュズモ、やや深い場

所でマクサGelidium elegans、ニセフサノリScinaia okamuraeなどの紅藻類の繁茂が確認された（図２b）。

９月には全体的な分布密度が大きく減少し、10月にはほぼ海藻類の生えていない状態となった（図２

c、d）。11月になると緑藻類の幼体（種は不明）が転石表面に付着していた（図２e）

４－２　潜堤の天端の藻場（エリア②、③、④、⑤）

　５月には、褐藻類のワカメとアカモクによる濃密な群落が形成されていた（図３a ～ c）。全体的な

密度は水深の浅い南西側（エリア②）よりも水深の深い北東側（エリア④、⑤）の方が濃い傾向があっ

た。各エリアともワカメとアカモクが混在しているが、ワカメの分布密度は北東側のエリア⑤で最も

高い傾向があった（図３c）。７月にはワカメとアカモクの多くが枯失し、両種とも一部残っている個

体もほぼ基部のみの状態であった（図３d ～ f）。また、紅藻類については５月より増加し、マクサが

表２　調査の実施日と水質測定の結果

図２　南西側天然の転石域（エリア①）における藻場の写真（2019年５月から11月）

３． 水質の測定結果 

 調査日の水温の範囲は 15.5℃（5 月 1

日）から27.0℃（9月 6日）であった。

塩分は 33 前後で、溶存酸素は 6.93mg/L 

(9 月 6 日)から 9.61mg/L(5 月 1 日)で、

調査日による変動は小さかった。 

 

４． 藻場
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点在していた。９月及び10月にはホンダワラ類の群落に回復の兆しが認められたが、構成種は５月ま

でと異なり、トゲモクSargassum micracanthum、ノコギリモクSargassum macrocarpum、ヤツマタモク
Sargassum patens、フシスジモクSargassum confusumなどの混成群落であった（図３g ～ l）。11月にな

るとヤツマタモクを中心としたホンダワラ類の混成群落が形成された（図３m ～ o）。

図３　潜堤天端（エリア②、③、④、⑤）における藻場の写真（2019年５月から11月）
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　なお、５月の優占種であったアカモクは９月に一旦消失したが、

10月に新たな幼体の出現が確認され、11月には各個体の成長と分布

範囲の拡大が確認された （図４）。

　また、クロメEcklonia kurome、アラメEisenia bicyclisなどの多年

生褐藻類は調査期間を通じワカメやホンダワラ類の間に点在してい

た。

４－３　潜堤の西（沖）側の法面及び基部（エリア⑥）

　潜堤の西側の法面では、調査期間を通じ

複数種のホンダワラ類が繁茂していたが、

密度は天端に比べ低い傾向があった（図５

a, c, e）。また、クロメも調査期間を通じ点

在していた。また潜堤の基部は一部が転石

帯となっており、北東端付近では水深５ｍ

程度になる。ここではホンダワラ類が調査

期間を通じ低密度で分布していた（図５b, 

d, f）。

４－４　潜堤の東（岸）側の法面（エリア⑦）

　潜堤東側の基部は基本的に砂地であっ

た。潜堤の法面では天端と同様、ホンダワ

ラ類も生えているが、その密度は天端と比

べると薄かった。また、クロメ、アラメな

どの多年生褐藻類が調査期間を通じて点在

していた。南西側ではクロメの割合が高く、

北東側ではアラメの割合が高くなる傾向が

認められた（図６）。

図４ �アカモクの幼体（10月29
日にエリア④で撮影）

図５　�潜堤西側の法面と基部（エリア⑥）の藻場（2019年５月
から11月）

図６　潜堤東側の法面（エリア⑦）の藻場（2019年５月から11月）

f.e.
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５. 大谷海岸で採集した海藻類

　調査期間を通じ、採集した海藻類は緑藻５種、褐藻16種、紅藻12種の合計33種であった（表３）。

６. 大谷海岸で確認した魚類

　潜水調査を通じ、目視または撮影した写真により種を確認できた魚類は合計33種であった（表４）。

７．大谷海岸における藻場の現状評価と今後の課題

　５月における大谷海岸の藻場は、特に潜堤の天端でワカメとアカモクによる濃密な群落が形成され

ていたが、これらが水温の上昇とともに枯失したため、７月には一時的に藻場が衰退した。しかしな

がら９月以降、トゲモク、ノコギリモク、ヤツマタモク、フシスジモクなどの複数種のホンダワラ類

が混成群落の形成により回復が認められ、さらにアカモクの幼体も10月より再び確認することができ

た。７月の衰退は季節的なものであり、2019年の大谷海岸では長崎県等で確認されているような磯焼

け状態（長崎県水産部 2012）とはなっておらず、健全な状態にあると判断された。本調査期間を通じ、

５. 大谷海岸で採集した海藻類 

 調査期間を通じ、採集した海藻類は緑藻5種、褐藻16種、紅藻12種の合計33種であった（表3）。 

６
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磯焼けの原因生物の一つと考えられているアイゴSiganus fuscescens（藤田2006）の分布は確認されず、

植食性魚類の藻場に対する高い摂食圧を示唆する形跡は認められなかった。しかし、潜堤のコンクリー

トブロックのすき間には植食性動物であるムラサキウニの高密度分布を確認しており、さらにアイゴ

も年によっては高密度に出現する可能性もあることから（和田ら2014）、食害に対する概念が払拭さ

れているわけではない。現在、大谷海岸では春季に漁業関係者によるムラサキウニの駆除活動も行わ

れているが、今後も食害生物の出現動向の監視は藻場を保全する上で必要であろう。

　

８　データ及び標本の保管

　本調査の詳細な情報、採集した海藻類（表３）の標本写真及び確認した魚類（表４）の写真等につ

いては大河内（2020）に記載している。また、本調査により得られた海藻類の押し葉標本は、公立鳥

取環境大学岩美むらなかキャンパスに保管した。
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